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前提条件
•スクリプトファイルを実行する前に、以下の方法でsshpassをインストールしてください。

• Debian/Ubuntuおよびその派生システム：

• sudo apt-get install sshpass

• RedHat/CentOSベースのシステム:

• yum install sshpass

• dnf install sshpass [Fedora 22以降のバージョン]

•ストレージクラスの空き容量要件：40 GB以上。

Kubernetes環境用の HXプロファイラの設定
1. https://hyperflexsizer.cloudapps.cisco.comから Cisco-Profiler-2.1-CSI.tarファイルをダウ

ンロードします。

• HXツールのダウンロード > HyperFlexプロファイラ > Kubernetes
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2. Cisco-HxProfiler-CSI-4.1.tar.gzを tar -zxf Cisco-HxProfiler-CSI-4.1.tar.gzで解凍

します。

3. cd Cisco-HxProfiler-CSI-4.1/Script_filesを実行して、Script_files ディレクトリにアク

セスします。

4. bash profiler_deployment.shスクリプトを実行して、スクリプトを実行します。

5. プロンプトが表示されたら、ストレージクラス名を入力し、Enterボタンを押します。
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間違ったストレージクラス名を入力すると、エラー応答が表示されます。3回、間違ったスト
レージ名を入力すると、展開プロセスが終了し、設定プロンプトに戻ります。その場合、手順

1に戻り、プロセスを再起動してください。

（注）

6. ワーカーノードにプロファイライメージをデプロイします：「すべてのワーカーノー

ドにプロファイライメージをデプロイしますか (推奨)Y/N：（Doyouwant to deployprofiler
image in all worker nodes (Recommended) Y/N:）」という質問に答えます。

•プロファイラーをすべてのワーカーノードにデプロイする場合は、Yと入力して
Enterボタンを押し、手順 8aに戻ります。

•すべてのワーカーノードにイメージをデプロイしない場合は、Nを入力して Enter
ボタンを押し、ステップ 9にスキップします。

1. プロンプトが表示されたら、ワーカーノードのユーザー名とパスワードを入力し、
Enterボタンを押します。「イメージが正常にデプロイされました（Image deployed

successfully）」というメッセージが表示されることを確認してください。

2. 手順 8aを繰り返して、すべてのワーカーノードにイメージをデプロイします。
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7. すべてのワーカーノードにイメージをデプロイしない場合は、Nを入力して Enterボタ
ンを押します。特定のノードにイメージをデプロイする場合は、ワーカーノードの IP、
ユーザー名、およびパスワードを入力します。

8. デプロイメントの名前空間：デプロイメントに使用されるデフォルトの名前空間は

profiler（プロファイラ）です。

提供された名前空間で、Elasticsearchおよび postgresポッドが名前空間にデプロイされて
いるかどうかを確認します。そうである場合は：

•名前空間全体を削除して新しい名前空間をデプロイし、手順 11に進みます。

1. 削除して新しいものを作成する場合は、Yを入力して Enterボタンを押します。デ
フォルトのプロファイラ名前空間が削除され、profilerという名前の新しい名前空

間が作成されます。Yと入力して Enterボタンを押し、アクションを確認します。
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2. 他の名前空間にデプロイする場合は、Yと入力してから目的の名前空間を入力しま
す。

9. 新しい名前空間名を入力し、Enterボタンを押します。

名前空間名の要件：使用できるのは小文字の英数字と「-」（ダッシュ）です。名前の先頭と
末尾は英数字にする必要があります。

（注）

すべてのノードに Elasticsearchと Postgres yamlファイルのデプロイが作成されます。

10. 現在の UNIXパスワードのプロンプトで、appadmin GUIアカウントのパスワード（デ
フォルトのパスワードは password）を入力し、Enterボタンを押します。
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11. 新しい UNIXパスワードのプロンプトで、新しいユーザー定義パスワードを入力し、
Enterボタンを押します。

12. 新しいUNIXパスワードを再入力するプロンプトで、新しいパスワードを入力してEnter
ボタンを押します。これでプロファイラのデプロイメントが作成されます。

13. 結果として、ポート番号を持つ最終的な profiler-ipが得られます。IPアドレスをコピー
してブラウザに貼り付け、UIを取得します。

プロファイラサービスの使用
HXWorkload Profilerでサービスを開始し、停止するには、profiler_service.shコマンドを使

用します。

次の表に、プロファイルサービスを使用するための大まかな手順を示します。

参照先タスク

プロファイラサービスの開始（8ページ）プロファイラサービスの開始

プロファイラサービスの停止（8ページ）プロファイラサービスの停止

プロファイラへのログイン

HXワークロードプロファイラのユーザーインターフェイス (UI)は、認証のためにシステム
のクレデンシャルを使用します。

ステップ 1 UIにアクセスするには、ブラウザウィンドウを起動し、http://< IP:PORT_NUMBER > または

http://< IP:PORT_NUMBER > または http://< IP:PORT_NUMBER >/profiler/index.html

または http://< IP:PORT_NUMBER >/profiler/index.htmlを入力します。ここで、
IP:PORT_NUMBERは、展開スクリプトの出力です。
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HXプロファイラ UIが表示されます。

ステップ 2 指示された場合、次のクレデンシャルで UIにログインします。

ユーザー名: monitoring

パスワード: <インストール ワークフロー中に設定した新しいパスワード>

ステップ 3 UIの右上隅にある [ユーザー設定（ User Preference）]オプションでは、[言語（Language）]または [テー
マ（Theme）]を構成できます。

[キャンセル（Cancel）]または [保存（Save）]をクリックして続行します。

ステップ 4 完了したら、ページの右上にある [ログアウト (Logout)]をクリックして、ユーザーセッションを終了でき
ます。
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プロファイラサービスの開始

プロファイラーサービスを開始するには、プロファイラーポッド内で以下のコマンドを実行

します。

次のコマンドを実行します：sh podscript.sh。

プロファイラサービスの停止

プロファイラサービスを停止するには、プロファイラポッド内で次の手順を実行します。

ステップ 1 cd profiler_scripts/コマンドを実行します。

ステップ 2 sudo sh profiler_service.sh stopコマンドを実行します。

Kubernetesアプリケーションログの検索
HXWorkloadプロファイラログは次の場所で確認できます。

表 1 :アプリケーションログ

パスLog

/home/monitoring/monitor/server.logサーバ

/home/monitoring/controller/logs/*コントローラ

/home/monitoring/monitor/monitor/monitor.logモニタ（Monitor）
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